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クラウド技術を活用した
企業ウェブサイトの構築と運営

製造事業部 事業部長 磯西 徹明

2013年6月7日

三菱電機インフォメーションシステムズ（株）

2013年度 企業連携講座 (JEITA講座)
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０．自己紹介とＭＤＩＳの紹介

１．クラウドコンピューティング（クラウド）とは？

２．クラウドの課題と三菱電機グループの取組み

３．企業ウェブサイトとは？
・三菱電機を事例として

４．企業ウェブサイトソリューション
・MDISのワンストップサービス

５．ウェブサイトの統合とサービスの標準化
・プライベートクラウドの構築の実際と効果

６．将来の展望

今日の講義概要
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１．幅広い事業領域
２．三菱電機の社会貢献
３．大規模プロジェクト

特

長

幅広い領域のソリューションで社会に貢献

三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞの事業領域

資本金：２６億円

売上高：６２６億円（11年度）

社員数：２，１８４名
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ＭＤＩＳの事業例（企業の生産システム）

省略
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一貫したＩＴのモノづくり
企画、構築、導入まで

チームワーク

営業

ＳＥ

スタッフ

プロジェクト
チーム制

ＭＤＩＳの事業サイクル（仕事の進め方）
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クラウドコンピューティングとは？

ﾕｰｻﾞがﾊｰﾄﾞｳｪｱやｱﾌﾟﾘｹｰ
ｼｮﾝを自前で購入・管理
（オンプレミス システム）

企業の情報ｼｽﾃﾑ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ITｲﾝﾌﾗ

ITｲﾝﾌﾗやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝをﾈｯﾄﾜｰｸを介し
てｻｰﾋﾞｽとしてﾕｰｻﾞに提供する形態

ＩＴｲﾝﾌﾗ群Ｍａｉｌ

検索ｴﾝｼﾞﾝ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ群

所有から利用へ

ｻｰﾋﾞｽ

利用者

生産管理 販売管理

経営管理

企業ｳｪﾌﾞ

利用部門

管理部門



COPYRIGHT © 2013 MITSUBISHI ELECTRIC INFORMATION SYSTEMS CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 9

ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞの基本的特徴

1．On-demand self-services

NIST (National Institute of Standards and Technology)
が定義するｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞの特徴

2. Broad network access
・ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ、ｼｯｸｸﾗｲｱﾝﾄからの利用

3. Resource pooling 
・複数ﾕｰｻﾞがﾏﾙﾁﾃﾅﾝﾄﾓﾃﾞﾙを利用可能
・ﾘｿｰｽは、ﾕｰｻﾞの需要により動的に割当可能
・ﾘｿｰｽの所在を知ったりｺﾝﾄﾛｰﾙできない

5. Measured services
・ｻｰﾋﾞｽの結果が計測可能

4. Rapid elasticity
・計算能力をｽﾋﾟｰﾃﾞｨかつ伸縮自在に利用可能
(ｻｰﾋﾞｽｲﾝが速くScale-out/scale-in可能)
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ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞのｻｰﾋﾞｽﾓﾃﾞﾙと市場動向

ＳａａＳ：ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを提供するｻｰﾋﾞｽ
Salesforce CRM、Microsoft Online Services、Google Apps

ＰａａＳ：ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの開発環境、実行環境を提供するｻｰﾋﾞｽ
Salesforce Force.com、Google App Engine、
Microsoft Azure、Amazon S3

ＩａａＳ：ＩＴﾘｿｰｽ（仮想マシン、ＯＳ、ストレージ等）を提供するｻｰﾋﾞｽ
Amazon EC2、各社

【利用者視点の動向】
・「早い」「安い」「拡張性」

＋「災害対策」「先進機能の導入」
・共同作業/CRMアプリ、バックアッ

プ、一般消費者向けWebシステム

【ベンダー視点の動向】
・ユーザーが求める価値を核とした

特化型ソリューションの提供

市場規模動向グラフ（省略）
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代表的事例（AWS:Amazon Web Services)

Source:
・Amazon Web Servicesのｻｲﾄ （http://aws.amazon.com/jp/what-is-aws/から引用）

・パブリッククラウドサービス：PaaS, IaaS
・低コスト（従量課金）、即時利用可能、自由・柔軟、安全(ｾｷｭﾘﾃｨ)
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セキュリティーと信頼性の高い“クラウド”サービスが実現されない
限り、“クラウド”の利用は本格化しない。

出典：独立行政法人 情報処理推進機構(IPA) クラウド・コンピューティング社会の基盤に関する
研究会 報告書 2010/3/24

調査数は大企業が922社、中小企業が1502社。重視すると回答した社を2点、やや重視と回
答した社を1点として、合計点数をプロットしたもの。

①プライバシーが守られている

②サービスまたはデータが常に使える

③データが壊れたりなくなったりしない

④情報漏洩のリスクが軽減される

⑤ウィルス対策などセキュリティー水準が高い

⑥サービス提供者の評価

⑦サービス提供者の連続性

⑧サービスの内容が明確である

⑨サービス提供者と24時間365日連絡が取れる

⑩トラブル発生時のサービス提供者のサポート
体制

⑪トラブル発生時の損害賠償が十分

⑫サービス提供価格が安価である

⑬応答価格が速い

⑭他のサービス提供者への乗り換えが容易

⑮カスタマイズや異なるサービス提供者の組み
合わせが容易である

⑯データセンターが国内にある

⑰サービス提供者の国の法律と日本の法律の
整合性

⑱大量データの移行が容易である

⑲内部システムとの連携利用が容易である

クラウドで「重視する」項目 ①④⑤
セキュリティー

②③⑩
信頼性

1000 1500 2000 2500
中堅・中小企業

750

1000

1500

1250

大

企

業

③
①

④②⑤⑩

④

⑦
⑧⑬

⑧

⑫⑨
⑥
⑰
⑲

⑪
⑱

⑮

⑭
⑯

⑨

⑥

“クラウド”利用に対する懸念事項

三菱電機ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ2010/7/21「オンデマンドITサービス事業について」から引用
http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2010/0721-1.pdf
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アプリケーション提供

システム構築FAX-OCR
サービス
MELFOS

on Demand
(MDIS)

SaaS型*1Web
ｾｷｭﾘﾃｨ

診断ｻｰﾋﾞｽ
WebMinder
on Demand

(MIND)

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
電子署名ｻｰﾋﾞｽ

@Sign
on Demand
(JapanNet)

ITサービスインテグレーション
BizFLEX (MDIS)

プラットフォーム提供 プラットフォーム構築･支援

オンデマンド基盤構築ソリューション

Fine Platform Solution (MDIT)

IaaS*2型プラットフォームサービス
Value Platform on Demand (MIND)

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

ｻｰﾋﾞｽ

ｾｷｭｱ
ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｻｰﾋﾞｽ

ﾏﾈｰｼﾞﾄﾞ
ｾｷｭﾘﾃｨ
ｻｰﾋﾞｽ

24時間/
365日対応
統合運用
管制ｾﾝﾀｰ

*1 SaaS: Software as a Service
*2 IaaS: Infrastructure as a Service

MDIS: 三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社
MDIT: 三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社
MIND: 三菱電機情報ﾈｯﾄﾜｰｸ株式会社
JapanNet: ジャパンネット株式会社

三菱電機ｸﾞﾙｰﾌﾟのｸﾗｳﾄﾞ関連ｻｰﾋﾞｽ

三菱電機ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ2010/7/21「オンデマンドITサービス事業について」から引用
http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2010/0721-1.pdf
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企業ｸﾞﾙｰﾌﾟに向けた安心・安全なSaaS型業務ｼｽﾃﾑをｺﾝｻﾙ・構築・運用

ITｻｰﾋﾞｽｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ BizFLEX

●仮想化・統合からSaaS構築まで、ITｻｰﾋﾞｽのｺﾝｻﾙ・構築・運用をﾜﾝｽﾄｯﾌﾟでご提供
●金融、医療等で実績豊富なｾｷｭﾘﾃｨ技術・高信頼化技術で、安心・安全なITｻｰﾋﾞｽを実現
●ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境の変化に応じて、ｻｰﾋﾞｽ規模のﾀｲﾑﾘｰな拡充・縮小が可能

三菱電機ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ2010/7/21「オンデマンドITサービス事業について」から引用
http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2010/0721-1.pdf
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SaaS型業務ｼｽﾃﾑ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｸﾗｳﾄﾞ）の構築

現状：サイロ型システム

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

IT
ｲﾝﾌﾗ

IT
ｲﾝﾌﾗ

IT
ｲﾝﾌﾗ

運用・
保守

運用・
保守

運用・
保守

サーバの仮想化

★ITｲﾝﾌﾗｺｽﾄ削減
★運用・保守ｺｽﾄ削減

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

サーバの仮想化

★ITｲﾝﾌﾗｺｽﾄ削減
★運用・保守ｺｽﾄ削減

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務A 業務A’ 業務B

アプリ
A

アプリ
B

アプリ
A’

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step1：仮想化による統合

業務α 業務β

アプリα アプリβ

ITｲﾝﾌﾗ

運用・保守

Step2:ｻｰﾋﾞｽ標準化
(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｸﾗｳﾄﾞ化)

新規ﾋﾞｼﾞﾈｽに
活用できる予算

削減できた予算

業務のBPR

★ｺｽﾄの更なる改善
★新規ﾋﾞｼﾞﾈｽ創出

ｻｰﾋﾞｽの標準化
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ｼｮｰﾄﾌﾞﾚｰｸ：成長にはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化が必須

SAPPHIRE NOW 2012 @ 米国ｵｰﾗﾝﾄﾞ
(2012/5/15)

中国 上海
(2012/5/24)
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ところで、今日のテーマの

企業ウェブサイトって何？

どんなもの？

MDISは何をやっているの？
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三菱電機オフィシャルサイト（国内）

★ニュースリリース／重要なお知らせ
★消安法に基づく事故報告
★電子広告

www.MitsubishiElectric.co.jp

★デザインイメージの統一
★キラーコンテンツの提供
★ＳＥＯ／ＬＰＯ対策（効果測定）
★ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣウェブマーケティング
★マルチデバイス対応／ＳＮＳ連携
★ﾕｰｻﾞﾋﾞﾘﾃｨ／ｱｸｾｼﾋﾞｼﾞﾃｨ対応

☆約10万ページ
☆個人向け製品39機種
☆法人向け製品104機種
☆月間約2,300万PV
☆個人情報ＤＢ

・製品登録サービス
・メールニュース配信／アンケート
・お問合せ／ご相談対応

磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 
三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410   (2010) から引用
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三菱電機オフィシャルサイト（海外）
www.MitsubishiElectric.com

★海外事業サイト
ＦＡシステム事業の活用例

（2011年12月広報発表より）

◆ＦＡｸﾞﾛｰﾊﾞﾙWebｻｲﾄ
により、全世界に同時に製
品情報を提供

◆各国言語（22ヶ国語）への
対応とｴﾘｱ別ﾎﾟｰﾀﾙ設置
により、地域に特化した製
品・ｻｰﾋﾞｽも訴求

◆顧客との双方向ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ・SNSによるﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞ・営業活動への活用

★ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾎﾟｰﾀﾙ機能

★地域ﾎﾟｰﾀﾙ機能
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企業ウェブサイトの動向

企業情報サイトランキング

（調査：日本ブランド戦略研究所 http://japanbrand.jp/ranking/cc-ranking/）

【サイト閲覧前後の企業信頼度向上度合いを評価したランキング】
順位 2007 2008 2009 2010 2011 2012

1 トヨタ自動車 サントリー サントリー サントリー トヨタ自動車 サントリー
2 麒麟麦酒 トヨタ自動車 TOTO 味の素 カゴメ トヨタ自動車
3 アサヒビール アサヒビール 味の素 カゴメ キユーピー 味の素

4-10
11-15 東芝(12)
16-20 花王(18)
21-25 東芝(21),花王(22)
26-30 花王(27) 三菱電機(27) 東芝(27)
30-35 日立製作所(33)花王(35) NEC(32)
36-40 東芝(38)
41-45 日立製作所(42 三菱電機(40) 三菱電機(44) 日立製作所(44)
46-50 日立製作所(49)
51-55 東芝(51) 東芝(54) 花王(51)
56-60 三菱電機(57)
61-65 三菱電機(61)
66-70 日立製作所(68) 花王(70)
71-75
76-80 三菱電機(76)
81-85
86-90 NEC(89) 日立製作所(89)

91-100 NEC(97) NEC(94)
100以上 NEC(110) NEC(158)
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企業ウェブサイトの動向
Webサイト価値ランキング

【企業・商品ブランド
価値＋売上げ

(主にBtoC)貢献度】

BtoBサイトランキング
【視聴率／ユーザ
評価／
営業補完度（ｻｲﾄ
閲覧後のｱｸｼｮﾝ、
購入検討に対する
サイトの影響度 、
売上貢献度）】

順位 2007 2008 2009 2010 2011 2012
1 オムロン オムロン オムロン オムロン オムロン オムロン
2 デル キーエンス キーエンス キーエンス キーエンス キーエンス

3 TOTO デル
三菱電機
(MELFANSweb

三菱電機
(MELFANSweb

三菱電機
(MELFANSweb

三菱電機
(MELFANSweb

4 キーエンス

5
三菱電機
（MELFANSweb

6
三菱電機
(MELFANSweb)

（調査：日本ブランド戦略研究所 http://japanbrand.jp/ranking/bb-ranking/)

順位 2007 2008 2009 2010 2011 2012
1 トヨタ自動車 トヨタ自動車 全日空 パナソニック 全日空 日本航空
2 全日空 全日空 パナソニック ホンダ パナソニック 全日空
3 ホンダ ホンダ NTTドコモ NTTドコモ トヨタ自動車 NTTドコモ

4-10
11-15
16-20
21-25 東芝(22) 東芝(24) 東芝(23)
26-30
30-35 NEC(34) NEC(35) 三菱電機(33)
36-40 NEC(38) 東芝(39) NEC(37)
41-45 東芝(41)
46-50 三菱電機(49) 花王(48) 花王(48) NEC(48)
51-55 花王(55) NEC(52) 三菱電機(55) 花王(54)
56-60 三菱電機(60)
61-65 日立(62)、花王(61) 花王(61) 日立製作所(62)
66-70 三菱電機(67) 三菱電機(67)
71-75 日立製作所(68)
76-80 東芝(70)
81-85 日立製作所(83)
86-90 日立製作所(90)

91-100
100以上 日立製作所

（調査：日本ブランド戦略研究所 http://japanbrand.jp/ranking/we-ranking/）
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企業ウェブサイトの動向

企業ウェブサイトに対するニーズの変化

企業情報発信ツール
会社案内、事業案内
（部門毎にｻｲﾄ乱立し始める）

自社メディア（集客・プロモーション→成果）
・ウェブ広告、マス広告との連動
・問合せ・資料請求増

ビジネスエンジン（顧客を理解、ビジネスに直結）

・顧客／購買行動の理解
・ビジネスに直結する仕組みを構築

2000年頃～

2007年頃～

2010年頃～

（サイト統合／短期・効率的なサイト立ち上げ）
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三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄのﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

M’s DINER
Phase 1

ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄ
立上げ

Phase 2
安全・安心・

安定な
ｼｽﾃﾑ運営

1)業務の見える化（ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ、上流業務へ）
2)品質改善・業務効率化
3)ｺﾝﾃﾝﾂとｼｽﾃﾑの密な連携体制確立
4)Phase 3の計画立案

Phase 3
ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄ再構築

①事業本部運営ｻｰﾊﾞ統合
②社内ｻｰﾋﾞｽ標準化

1)仮想化技術を応用したｻｰﾊﾞ統合・全社
共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの提供

2)BtoBﾋﾞｼﾞﾈｽに活用できる共通基盤ｻｰ
ﾋﾞｽ提供

3)危機管理・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・ｾｷｭﾘﾃｨ強化
4)多様化するﾒﾃﾞｨｱ・表現方法への対応

⑦ ⑨ ⑩ ⑫

⑧ ⑪

95～ 00  ～ 06   07   08   09   10   11  12  ～（年度）

Phase 4
次世代ｻｲﾄ構築
③全社最適化

磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 
三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410   (2010) から引用
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MDISの企業ｳｪﾌﾞｻｲﾄｿﾘｭｰｼｮﾝの概要

情報発信・広告手段としての
企業ウェブサイト

事業戦略を実現する

企業ウェブサイト

事業Ａ 事業Ｂ 事業Ｃ

総合的顧客接点、事業接点

事業別サイト

事業戦略の中核
マーケティング戦略の中核

事業紹介 製品紹介

経営理念

会社概要 ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ

ＩＲ ＣＳＲ

情報発信・広告

経営理念

ＩＲ ＣＳＲ

会社概要 ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ

事業紹介 製品紹介

MDIS
ｳｪﾌﾞｻｲﾄｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｼｽﾃﾑ・ｻｲﾄ構築

コンテンツ管理
システム(CMS)

サイトプリントシステム

ｻｲﾄ運営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑ・ｻｲﾄ運用・保守

既存ｻｲﾄへのｱﾄﾞｵﾝ型

三菱電機の実績をﾍﾞｰｽ
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企業ｳｪﾌﾞｻｲﾄ運営に必要となる要件

継続的なＰＤＣＡ

安齋, 他：ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを活用した三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄ運営, 
三菱電機技報, vol.82, No.10, pp.638～641 (2008)から引用
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ＭＤＩＳのｳｪﾌﾞｻｲﾄ運営・ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ

・アプリケーション

・基本SW、ミドルウェア
・HW

・ファシリティ
・ネットワーク

サービスデスク

運用

定型運用

非定型運用

保守

ハード保守

基本ソフト,
ミドルウェ
ア保守

アプリ保守

セキュリティ

ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ
ウィルス対策
ｻｲﾊﾞｰ攻撃対策

個人情報管理
ｾｷｭﾘﾃｨ診断
ｾｷｭﾘﾃｨﾊﾟｯﾁ

ＩＳＶ,ＩＨＶ

他

ｉＤＣ

ITﾘｿｰｽ(ｼｽﾃﾑ/ｻｲﾄ構築)サービス機能（運用保守）ﾌﾟﾛｾｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(ｺﾝｻﾙ)

構築・運用保守ｻｰﾋﾞｽ導入計画

サービスサポート
①インシデント管理
②問題管理
③構成管理
④変更管理
⑤リリース管理

サービスデリバリ
①サービスレベル管理
②キャパシティ管理
③サービス継続性管理
④可用性管理

ウェブサイトの利用者

ワンストップ
サービス

品質ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（ISO9001）、情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（ISO27001、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ）

サービス提供 顧客満足・信頼
ロイヤルティ

ソフトウェア
開発会社

P
D

C
A

パートナー

ビジネスモデルに
適合した投資効果

品質改善

中長期的コスト改善

CP D

A

ＳＬＡ
サービスレベル

レビュー・見直し

・お客様提供サービス

他

・コンテンツ

ｺﾝﾃﾝﾂ制作会社

お客様（当社ＳＥも参加するPMOでｼｽﾃﾑを運営）

他

他

磯西, 他：安全, 安心を実現する高ﾚﾍﾞﾙＷｅｂｻｲﾄ運用保守・監視
ｿﾘｭｰｼｮﾝ,三菱電機技報, vol.80, No.4, pp.257～260 (2006)から引用
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企業ウェブサイトのプラットフォーム再構築

ウェブサーバ
#3

ファイルサーバ
CRM用

DBサーバ
アクセス解析

サーバ

ネットワーク

ハードウェア（ディスク：FibreChannel Storage Area Network）

ハードウェア（CPU、メモリ） ハードウェア（CPU、メモリ） ハードウェア（CPU、メモリ）

仮想化ソフトウェア(Vmware）

ハードウェア
（CPU、メモリ、ディスク）

Linux Linux Windows Linux

ウェブサーバ
#1

メールサーバ CRMサーバ
ﾒｰﾙﾆｭｰｽ管理

サーバ

会員管理
サーバ

Windows

サイトプリント
サーバ

バックアップ
サーバ

Linux

DBサーバ

全社共通ﾌﾟﾗｯﾄフォーム

・仮想化技術を用いてｻｰﾊﾞを統合し、ｻｰﾊﾞ台数を削減＋CO2排出量削減
７７台→２２台、対2008年度比17.2トン（30%）削減(2011年度末）

・ﾊｰﾄﾞ/ｿﾌﾄ障害発生時の迅速な復旧（可用性/信頼性向上）
・分散していたｻｲﾄを統合し、ｾｷｭﾘﾃｨ管理、ｻｲﾄ運用を効率化
・別ﾄﾞﾒｲﾝのｻｲﾄの構築可能（関連会社等に活用）

LinuxはLinus Torvalds氏の登録商標です。 Windowsは、Microsoft Corp.の登録商標です。Vmwareは、VMware, Inc.の登録商標です。

「磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410(2010)」及び
「野間口, 他：運営効率化とﾋﾞｼﾞﾈｽ貢献に向けたｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄの中・長期的再構築, 三菱電機技報, vol.86, No.12, pp.687～689(2012)」から引用
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稼動状態の分類
可
用
性

可用性
向上策

再
構
築
前

再
構
築
後

サーバ（例）

①
サービス

停止なし

縮退 短

高

低

LB + HS － １
ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ

② 縮退 中 LB + CS － １

③ 縮退 長 LB １ － －

④ 障害時復旧

機能あり

停止 短 HS ２ ２, ３ ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ, ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ, 

ｺﾝﾃﾝﾂ管理ｻｰﾊﾞ, ｱｸｾｽ解析ｻｰﾊﾞ⑤ 停止 中 CS ３ ３, ４

⑥
障害時復旧

機能なし
停止 長 なし ４ － －

注）LB:負荷分散装置、HS: ﾎｯﾄｽﾀﾝﾊﾞｲ、CS：コールドｽﾀﾝﾊﾞｲ, 1～4：再構築前のｻｰﾊﾞ可用性ﾚﾍﾞﾙ
HS、CS機能は、Veritas Cluster Server(VCS) for VMware ESXにより実現

ｻｰﾊﾞ仮想化による可用性向上策

磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 
三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410   (2010) から引用

Veritas Cluster Serverは、Symantec Corporationの登録商標です。 Vmwareは、VMware, Inc.の登録商標です。
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お客様

全
社
共
通
基
盤
サ
ー
ビ
ス

（ＤＢ統合・一元管理）

・ご相談の登録
・回答確認
・ご相談の登録
・回答確認

・会員限定
ｺﾝﾃﾝﾂの閲覧

・会員限定
ｺﾝﾃﾝﾂの閲覧

・セミナー・展示
会参加申込み
・セミナー・展示
会参加申込み

・・・・・

（ｻｰﾋﾞｽ共通化）

会員制ｻｲﾄ
構築・管理機能

展示会・ｾﾐﾅｰ
受付・管理機能

ご相談ｻﾎﾟｰﾄ
管理機能

ｱｸｾｽﾛｸﾞ

事業部門の管理者

ご相談DB

お客様DB

事業部門Ａ
サイト

事業部門Ｂ
サイト

関連会社Ａ
サイト

・・・・・

事業情報

DB

会社情報サイト／個人のお客様サイト

・・・・・

・・・・・

法人のお客様ｻｲﾄ （全社横断のデータ管理と活用）

（事業部門
単位のデー
タ管理と活
用）

ウェブサイトの共通基盤サービス機能構築

・全社共通機能をｻｰﾋﾞｽ化 ・全社横断のﾃﾞｰﾀ活用
・ｻｲﾄを迅速/安価に立上げ可能 ・ｾｷｭﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙの確保

磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 
三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410   (2010) から引用



COPYRIGHT © 2013 MITSUBISHI ELECTRIC INFORMATION SYSTEMS CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 30

マルチテナント化の方式

APP

ＯＳ

APP

ＯＳ

APP

ＯＳ

APP APP

ＯＳ

APP

ＯＳ

ファイルなど、共有のリ
ソース上のデータ

データベースのインスタンス
/ Tenant毎のディレクトリな
ど、分離されたリソース

VMの仮想ディスクなど
Tenant占有のリソース

Tenant_A Tenant_B

アプリケーション方式 データベース分離方式 複数インスタンス方式 プラットフォーム仮想化方式

Tenant_A Tenant_B Tenant_A Tenant_B Tenant_A Tenant_B

_A…
_B…

_A…
_B…

_A…
_B…

Tenant_A_DB 

Tenant_B_DB 

Tenant_A 

Tenant_B 

松田, 他：ＩＴサービスインテグレーション“ＢｉｚＦＬＥＸ”, 三菱電機技報, 
vol.85, No.8, pp.449～452 (2011)から引用

アプリケーション方式 データベース分離方式 複数インスタンス方式アプリケーション方式 データベース分離方式 プラットフォーム仮想化方式複数インスタンス方式アプリケーション方式 データベース分離方式
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オプション 依頼対応共通基盤

展
示
会
・セ
ミ
ナ
ー
開
催
・募
集

ご
相
談
受
付
・管
理

会
員
向
け
サ
イ
ト
提
供

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
配
信

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

ホスティング

独
自

W
e
b

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
環
境
提
供

DB利用
（選択）メ

ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
／
ア
ン
ケ
ー
ト

配
信
・管
理

ご
相
談
サ
ポ
ー
ト
・管
理

基
本
サ
ー
ビ
ス

コンテンツの掲載をしたい

動
画
の
利
用

独
自
運
用

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ツ
ー
ル
利
用

範
囲
限
定
検
索
の
利
用

ア
ク
セ
ス
解
析

ア
ク
セ
ス
解
析

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

展示会の募集をウェブでやりたい（依頼ベース）

会員制サイトを作りたい

共通基盤にない独自のWebアプリケーションを運用したい

動画を使ったプロモーションをしたい

独自運用で素早いコンテンツの更新を行いたい

サイトや事業部、製品単位で独自のサイト内検索窓をつけたい

アクセスログを使った効果測定を行いたい（継続的）

アクセスログを使った効果測定・レポーティングを行いたい（期間限定）

メールニュースの配信をしたい（期間限定・依頼ベース）

メールニュースの配信をしたい（継続的・独自運用）

ウェブを使ったキャンペーンの抽選をしたい

ウェブを使ったアンケートとその集計をしたい（依頼ベース）

独自ドメインを利用したサイトを運用したい

独
自
ド
メ
イ
ン
サ
イ
ト
提
供

展
示
会
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・募
集

展示会の募集をウェブでやりたい(独自作成・運用)

問合せ・資料請求・ご相談フォームをサイトに追加したい

ご相談サポートサービスデスク機能を実現したい

利用者の目的

提
供
サ
ー
ビ
ス

○：目的に対応した必須サービス、△：必要に応じて選択するサービス

ウェブサイトの共通基盤サービス機能例

・全社共通機能をｻｰﾋﾞｽ化
・業務を標準化し、ＳＬＡﾍﾞｰｽで課金/責任分担を明確化

磯西, 他：企業価値向上と商談機会創出に貢献する三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｳｪﾌﾞｻｲﾄの再構築, 
三菱電機技報, vol.84, No.7, pp.407～410   (2010) から引用
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三菱電機ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄ再構築の効果

「野間口, 他：運営効率化とﾋﾞｼﾞﾈｽ貢献に向けたｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄの中・長期的再構築, 三菱電機技報, vol.86, No.12, pp.687～689(2012)」から引用

仮想化しなかった場合 仮想化した場合

費用

アプリ(事業部)

運用(事業部)

保守(事業部)

H/W,S/W(事業部)

アプリ(宣伝部)

運用(宣伝部)

保守(宣伝部)

H/W,S/W(宣伝部)

（中長期的再構築完了時）

ｵﾌｨｼｬﾙｻｰﾊﾞｰ

分散したままの
ｻｰﾊﾞｰ群

ｵﾌｨｼｬﾙｻｰﾊﾞｰ

分散したままの
ｻｰﾊﾞｰ群 統合＋

ｵﾌｨｼｬﾙｻｰﾊﾞｰ

統合＋

ｵﾌｨｼｬﾙｻｰﾊﾞｰ

抑制効果
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クラウドコンピューティングとは？

パブリッククラウドプライベートクラウド

ＥＣ

画像・動画

ＳＮＳ
ＩＴｲﾝﾌﾗ群

ブログ

企業の情報ｼｽﾃﾑ

利用部門

管理部門

Ｍａｉｌ

検索ｴﾝｼﾞﾝ

ＣＲＭ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ群

所有から利用へ

地図

ｻｰﾋﾞｽ

利用者

ハイブリッドクラウド

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ群

ITｲﾝﾌﾗ群
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クラウドの今後の展望

サイバー世界（クラウド）

ＩＴ基盤技術・ノウハウ・インフラ
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まとめ

１．クラウドコンピューティング（クラウド）とは？

２．クラウドの課題と三菱電機グループの取組み

３．企業ウェブサイトとは？
・三菱電機他のサイトを事例として

４．企業ウェブサイトソリューション
・MDISのワンストップサービス

５．ウェブサイトの統合とサービスの標準化
・クラウドを活用したウェブサイト構築の実際と効果

６．将来の展望
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ご清聴、ありがとうございました。

製造事業部 事業部長 磯西 徹明

三菱電機インフォメーションシステムズ（株）


